
昨年の８月１３日、工務職場で長年役員を担った出向組合員が、旅行先のホテルで逝去されま

した。その方のご両親は他界しており家族もいません。しかし会社は亡くなられた組合員に寄り添

うどころか、事務的かつ機械的な対応に終始していました。 

最終的には、警察署との調整・ご遺体の引き取り・直葬の対応・遺骨の持ち帰り・仲間とお別れ

を行う場づくり・お墓への納骨対応など、全てを東労組の仲間が行っています。 

逝去された出向組合員は組合活動だけでなく、工務職場における教育指導を長年の業務経験

から積極的に担っていました。しかし会社はこれらの業績を無視するかのような対応に終始して

いました。まさに非人道的な会社の姿勢が明らかに表れたと言えます。 

会社はこの間、宇都宮運輸区や国府津運輸区など多くの職場で、組合員や社員に対し非人道的

な懲罰対応をしています。この件も非人間的な会社の質という意味では同じであると言えます。

私たちはこの様な会社の質を許さず、職場から抗するたたかいを創ります。 

組合員が亡くなったホテルや対応している警察署について、会社に問い合わせた。 

会社として故人に対し、葬儀などの対応をしないのかを問い合わせた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.1４６ 202３年２月２２日 ＪＲ東労組大宮地本 

問題① 

身元引受人がいない状況であるにも関わらず！ 
「人事案件」を理由に一切情報を教えない会社姿勢は許せない！ 

問題② 

長年会社のために貢献してきた社員に対し、 
余りにも冷たく機械的な対応！絶対に許せない！ 

定期委員会で出された職場の怒り その１ 



１１月上旬に警察署から組合員のご遺体を引き取ることが出来る連絡が来ました。警察

署からは「会社との最終調整に時間がかかり申し訳ない」と連絡がありました。１２月８

日にご遺体の引き取り連絡が来た際に判明した「会社との調整」の内容は・・・・ 

 

警察の方もそう思っていた 

かもしれませんね 

葬儀や納骨の費用・アパートの撤去費用等に本当に退職金が使えないのか？ 

大宮地本は顧問弁護士に依頼をしています。 

何に困っていたのか？ 

１２月８日に出向組合員のご遺体を東労組の仲間が引き取ることが出来ました。その後、地元

の火葬場で直葬を行い、２月１２日に大宮の地で「お別れ会」を行いました。お別れ会には多くの

仲間が集まり、故人を偲ぶことが出来ました。今後は職場や家にある遺品の整理と、両親が眠る

お墓への納骨を行います。東労組の仲間がいなければどうなっていたかを考えさせられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

OMIYA NEWS 
No.1４７ 202３年２月２２日 ＪＲ東労組大宮地本 

問題③ 

ご遺体の引き受けより、社員証や鍵の受け取りが大事なのか？！ 
社員を人とも思わない非人間的な対応は絶対に許せない！ 

 

問題④ 

職場では「組合員への差別行為」「不当労働行為」がいまだに発生し
ています。会社が目指す「社員と家族の幸福の実現」とは何なのか！ 

会社に貢献した社員に対する最後の対応とは思えない！ 
 

宇都宮運輸区・国府津運輸区の日勤教育と、今回の事象は、 

会社が社員を人間と思っていない本質が現れている！ 

非人間的な会社に抗し、人間性ある会社にしていくぞ！ 

定期委員会で出された職場の怒り その２ 


